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戌果 を網られは．レ）弥危に Tよった 。 せ 2こで‘苅哲 学定に屯協 力ど埒餡せられ

ている ・ 地狸学疱 I~~未、‘ 灼 ffり 、 土蝦、水、気俣 ヒ し＼ラよラな 自然蓉栗

と作吻 との因宍・哭保を互祷細符て段宛地理 としてし＼た方 面屯あるが、こ

如：： lrj.途中 1：：：帝曙が病 った よラに考へられ否 .s こ礼 7.J＼ら芯 自然から農苅

なリ止）林地への 発辰過窟哀結 べ＼るご と、双し＼で，膝期、山沐迎 t作闘ヒの

廃採を掘べ‘る半が筏喋抽埋の一方固とし て造加 で、i/l否ヘヽぎではなからう

か。幸 1：： して渡辺探代、竹内序行氏等の此方向の酌究がある。 私共も此

方面 への励究を ．忘して翠 l炉ヒ 屯勇献し忙し＼と考へ て し＼ る... 

非姥李 (J) 姥．李

,'
 

§ll会長粕井浩

旅行が喫に出末る国に旅行を 'LrJかった ので＼、この咬あらゆ吝帳会を

茫えて出 かける版1こし てし＼る，六令舘乾し ・て沢たと IJ云え、痙頓 ・座．も

料ヒ主に禾た手喚ヒ ほピいラ してモ思わ社ない 。だから担当 lご恥＼の尭駐を

していて 屯充立 つものが 意`の知く芍わ怠し＼の日寂 t方ぢい 3 柑し 9行禁 Iコ ・

行け否人々 を羨 しく 思 し＼ ぢが ら、団究叙行の出未笞 し~=・ t'.さ歎！＼た 1J、
麦欧び'1ぅt::l-lを紅 'g (J) 予 酒 なと;~とこし｀，つ けるのは余！） ．待手勝寺 ぢ こと
で1 あ弓 c 行莞 1：：： 行く人々屯爽 1~r 芭あつて宋あ り」 ヒレ＼弓のが大住 6) 域

合で• ダ否から、それ理羨 空す べ‘ ぞ・ 笛i 卑 ，芍と i;;J 限らな ．，、、し 琴ろ ＾ 泥ぶの少
疇 へ行き 、守直 I::.、涅つて窓 屯鼓る程咬 (J;知的袈望ざ渦足さ せてぃ

吝払 共の方が｀幸福tかモ知れるしヽ＼ ＂ 
屈泊屯しなけれ 1<1心ら 1-3い・様 は亜函虹 rょ`か りが よ し＼飢と i.g破 らな lヽ △

心は飢1：： す ／し 衣いてモ ．．B fisi リの出うK．苓範四内に行き唆し＼痰佑 I •: ．！ いく

、つ屯あろろ。交通柄俣1の案逹、した 今 日で同鉄滋で 一 0 0 粁布ってら 目的

血で吾す蒔固 が 内 つく＼｝・ ヒjlろ，）だがら 日阪 1)の固内で、行尭 Iこ囲苔 頚rょ

梵ずないだ巧 う n 私 a) ．旅行• O) 八 0 %．以.t:15-8阪り．であ否 。釦早 い）)屯筈
．＃ピから一人淑のヒ き目 8没gで左 目的地 で過して暗い追を夜フて 沢否

のが‘定飾Iごなって ・し＼苓 し尤屯二丸 I屯思吾、i員1：：： つ‘?、早紀して 往袋ヒ-モ，に；

途中の観索が出京 吝旅な時「e¥(J/ f,l: Iヽ 方を l,t'こし＼ふ B 絞りの行 うt(｝)よ lヽ弓

ほ瑕気さえ ；夕） オlI會打 告！！合箇 里に句回て，、屯山かけて行 I-J ろ姐 1：：：ぁ •るっ 豚． 釈 G)

輝足が容易で ある し奎前1・を夜えて 1？親累ボ杜気と；•h. rふ 伺ふー IJ であ る J 棟
句が発翌する日窯 万rも杢．節 に・よる宍叱・;i~, :!4.. ．て 't,; .L 見l 弓．炉 雨す 苓宰• ば 、廿
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芭ヽなポらにして千里 (J)外を 知る扱 熔 営物を茫む圭 l°d刀菜 大切である。

汗固抽誌①煽合 1ユ殆んと↓ゼれが嘩―(})手段であろ う。巳木即誌につい て

屯八半 の勁瑛 l：：痴しては同じ‘弓であ る。 一人 の入 届l穴‘ビん唸こ恥＼っゞ 1すか’̀

炭(.又寂 吾 こ恩云れているヒして屯旅行し親．奈す苓幸 の出宗る範 I囲ほ

知れた もの である 3 況や函料と観薮筈を母ヒのて地薮を鹿究す る 寺 (j)出

京る範囲は一 届 恙 しく朕定されにモ 0)に逗い Gし‘3だがら能坐的な勉強
送 ＼ユ寂行の時回と労刃や釈資を凡て梵書 I二簗 I平する手 にあ否のか屯珀オl

ない。てして放行ら、ビ最屯 3E陀主な砂淫法でtうろ 弓 J しかt私がこのぅE

艇李な旅行をし 旦荘彪率尽方祝行を哭の 否の口、期堕を距面す る遥屁を理

娯す苔巣であリ、硲って記蔀された地諒を酪露的 に深く瑕報-~ ~争が出

京名莉い躯空 の政であ苓 、`又もし政之て付i)0え れ芯喪！蔀⑰邸に微力乞翌

す喜し、 CJ)弟であ否 。

手山昂里 額門汚井辰部

「一夜、三氏 (J)初定待で奥椋祖ぼ様ヒ芸に盈州 肉理の阜手互固む^飴

Id苔祝の音茫 1二和つたが巴らく 口 lご手店を してし＼ I之倍等の幸とて旦ーぶり

口 の方が忙 LlA。吾助迫と思っ て用京 して下さつた沢山のビー）しモ浪立

材料の堅浬といラは手 の¢)名 身 1：：：口丙念 ぢがら透磁せ・ざ考を得／；；レ•\.-_)せ

-----7 中学を平業 l．た 頃の払 1：：禾・を見ぬ支荊大荏の要ヒ后｝ 庄 6)逗

が宅．をしこJ}L'‘孔俄 7）¥

r今＼ノ＼ /Lに羞し＼た 01lj.夕方だった。 S氏に迎えら il公祈 I：：棋付け 1：：応

る っー---雌談してし＼る中に旅行殴に固穎が弱 9 C̀ S氏は仰々 嗅ヽ等をいぢ‘

のるつも召等 lrj朝灯Lへ行って屯佃人 。］臣 frIこばかリ硲つて書院 (l)即だ‘そ'o

兒蛮や況1合の家に洒る (J)因まぁい)が‘、ろ人屯ら人屯 つのか吋る 0]日写

え屯 0Jだぞ可。 甚だ＇且 が覇 ぃ。し六体孝校永充分(])放蛍在出さないのが

悪い q ―-- — 営校に一晋書くかわ円尊の予揖表 を 1 校獄い て行ってく丸L 可

ヒの二どでそ の 範Id囲行 ろ人の予頁表を萄煤 して 罹!ttlする。：：んなに吝

ゎ北（ぶがしらモ、てこほ究奎だ‘、殿屯立ヒなし＼。 7

捏炭迂 L千しり万里 1 g 日並の墨啓が 洵` 〈魚 ｝：： rdろうヒした昭和 b耳

栄匝弓茫喜院n}労注 tro余名・が‘l9 氾に 分 jし て~荻 tる匪指江在迎り、互い


